




















若年者 2 名とした．測定機器は，3 次元動作解析システム  (アキュイティー，東京 ) として，
解析用カメラ OptiTrack V120 (アキュイティー，東京 )，  OptiTrack 解析ソフトウェア
SKYCOM (アキュイティー，東京 )，4mm 半球反射マーカー  (アキュイティー，東京 )，解析
ソフトウェアをダウンロードしたパーソナルコンピューターMousePro (Mouse，東京 ) を用
いた．反射マーカーは，鼻下部，左上唇赤唇部上縁，左と正中の下唇赤唇部下縁，左オトガ
イの 5 ヶ所とした．姿勢は座位とした．測定課題は K スプーン，ティースプーン，カレー
スプーンの 3 条件とした．各スプーンに水 1.5 ml を入れ，対象者にスプーンを渡し，口腔
内に水を取り込み 1 回で嚥下してもらった．1 つのスプーンで 3 回実施した．測定項目は X
軸，Y 軸，Z 軸の変位量  (mm) とし，各運動の最大変位量を算出した．解析区間は，下顎を
下制し口唇を開放した点から口腔からスプーンを取り出した点とした．本研究は聖隷クリス
トファー大学倫理委員会の承認  (承認番号 20018，2020 年 6 月 26 日付 ) を得て実施した． 
【結果・考察】開口時の X 軸と Y 軸の変位量はカレースプーンの方が K スプーンより大き





【学会発表】本研究は第 23 回日本言語聴覚士学会  (2022 年 ) で発表予定である．  
